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あなたは、レジオネラ症って感染症を知っていますか？ 

レジオネラ症は細菌によって引き起こされる感染症で、誰でもかかる可能性のある感染症です。 

特に高齢者や免疫力の低下した方は注意が必要なため、レジオネラという病気を知り、予防につ

なげましょう！ 

 

 どんな病気？ 

レジオネラ症は、レジオネラ属菌による感染症で、重症の肺炎がおこる『肺炎型』と、発熱など軽い症 

状の『ポンティアック熱型』があります。 

レジオネラ属菌は河川や湖沼、温泉、土壌など自然界に広く存在しており、菌に汚染された細かな水滴     

（エアロゾル）を吸い込むことで感染します。  

 

 どんな症状がでるの？   

《レジオネラ肺炎》 

潜伏期間 2～10日。全身倦怠感、頭痛、筋肉痛の症状で始まり、その後、咳や痰、発熱、胸痛、呼吸 

困難が出現。時に急速に症状がすすむこともあり、意識低下がみられ命にかかわることもあります。 

《ポンティアック熱》 

潜伏期間 1～2日。発熱、悪寒、筋肉痛の症状がみられますが、2～5日程度で自然に治ります。 

 

     どうやって感染するの？   

レジオネラ属菌に汚染されたエアロゾル（細かい霧やしぶき）や土埃などや 

温泉や入浴施設、冷却塔、加湿器等で増殖した菌を吸い込むことにより感染します。 

原則として「ヒトからヒトへ」感染することはありません。 

 

     対策は？ 

レジオネラ症は感染しても免疫はつかないため再び感染する可能性があります。そのため、レジオネ 

  ラ症対策としては感染源となるレジオネラ属菌の増殖を防ぐことが重要です！ 

        

①お風呂の水は毎日入れ替えて、きれいに掃除をしましょう！ 

②シャワーや細かな水滴（エアロゾル）が発生する器具も掃除をしましょう！ 

  ③レジオネラ属菌はバイオフィルム（微生物で形成される“ぬめり”）の中で増殖 

しやすいため、水回りに“ぬめり”が生じないように掃除をしましょう！ 

  ④レジオネラ菌は 20～45℃で増殖しますが、60℃以上で殺菌できます。 

  ⑤加湿を伴わない加湿器は特に注意が必要なため、加湿器のタンクは毎日掃除し 

水は継ぎ足さずに全て入れ替えましょう。また、定期的にノズルやタンクの洗浄も行いましょう。 

  ⑥農園や園芸など土を扱う作業をする場合、土埃等を吸い込まないようにマスクを着用しましょう。 

  ⑦免疫力が落ちていると重症化しやすいため注意が必要です。規則正しい生活を心がけましょう！                       
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